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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

意
見
書

お
知
ら
せ

決
算
指
摘
事
項

令
和
２
年
9
月
定
例
会
の

あ
ら
ま
し

令
和
２
年
９
月
定
例
会
は
、
８
月

31
日
か
ら
９
月
29
日
ま
で
の
30
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

開
会
日
の
８
月
31
日
に
は
、
ま
ず

市
長
か
ら
「
米
子
市
指
定
居
宅
介
護

支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」
な
ど
の
議
案
11
件
及
び
報
告
６

件
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
及
び

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

９
月
２
日
、
３
日
及
び
７
日
の
３

日
間
は
、
18
人
の
議
員
に
よ
る
市
政

一
般
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
、
８

日
に
は
、
議
案
に
対
す
る
質
疑
、
委

員
会
付
託
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

９
月
10
日
、
11
日
、
14
日
、
15
日
、

17
日
、
18
日
、
23
日
及
び
25
日
の
８

日
間
は
議
案
の
審
査
等
の
た
め
、
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
９
月
29
日
に
は
、
ま
ず

各
委
員
会
の
委
員
長
か
ら
議
案
の
審

査
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
い

ず
れ
も
委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
し

ま
し
た
。
な
お
、
予
算
決
算
委
員
会

の
審
査
報
告
に
お
い
て
14
㌻
か
ら
16

㌻
の
と
お
り
決
算
に
係
る
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。

次
に
、
市
長
か
ら
「
令
和
２
年
度

米
子
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
補
正

第
９
回
）
」
の
議
案
１
件
が
提
案
さ

れ
、
委
員
会
審
査
の
後
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
議
員
か
ら
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う

地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地

方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て
」
な
ど
の
議
案
２

件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
審
議
さ
れ
た
案
件
は

別
表
の
と
お
り
20
件
で
、
審
議
結
果

に
つ
い
て
は
、
12
㌻
・
13
㌻
の
一
覧

表
の
と
お
り
で
す
。

令
和
２
年
７
月
臨
時
会
の

あ
ら
ま
し

令
和
２
年
７
月
臨
時
会
は
、
７
月

21
日
に
招
集
さ
れ
、
市
長
か
ら
「
事

業
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
な

ど
の
議
案
３
件
が
提
案
さ
れ
、
委
員

会
審
査
の
後
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

別　表
区分 件数

議案 14

報告 6

合計 20

９月定例会では、１８人の議員が各個質問を行いました。

「一般質問」とは、議員が市の一般事務について、市長及び
執行機関に対し質問を行うことです。
「一般質問」には以下の方法があります。
●各個質問：議員が個々の立場で質問を行う
●代表質問：３人以上の議員が所属する会派の代表が行う
●関連質問：代表質問を行った議員と同じ会派の議員が関連し

た質問を行う

紙面の都合上、質問と答弁を要約しています。
詳細は市議会ホームページのインターネット
録画配信、または、会議録をご覧ください。
＊会議録は、議会事務局、各公民館、市立図書
館でご覧になれます。
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

意
見
書

お
知
ら
せ

決
算
指
摘
事
項

矢
や

田
た

貝
が い

香
か

織
お り

 議員
（公明党議員団）

災
害
時
の
要
配
慮
者
の
具
体
的

な
支
援
に
つ
い
て

■
議
員　
一
人
一
人
が
あ
ら
か
じ
め

避
難
に
備
え
た
行
動
を
決
め
て
お
く

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
私
の
避
難

計
画
）
の
作
成
は
、
早
め
の
避
難
行

動
開
始
が
求
め
ら
れ
る
要
配
慮
者
に

は
特
に
重
要
で
あ
り
、
具
体
的
な
取

組
が
必
要
と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
ふ
だ
ん
か
ら
御

家
族
と
共
に
災
害
時
の
適
切
な
避
難

行
動
を
事
前
に
整
理
し
て
お
け
る
有

効
な
手
段
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
。

障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
者
な
ど
、

特
に
配
慮
の
必
要
な
方
に
対
し
て
は
、

今
年
度
、
地
域
を
回
る
保
健
師
の
活

動
を
は
じ
め
、
地
域
福
祉
実
践
の
中

で
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を

支
援
し
た
い
。

■
議
員　
要
配
慮
者
の
支
援
者
の
再

確
認
、
既
に
登
録
し
て
い
る
要
支
援

者
の
方
々
の
登
録
状
況
の
確
認
も
含

め
、
一
人
一
人
へ
の
支
援
を
進
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。

ロ※

ー
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
支
援
に
つ

い
て

■
議
員　
視
覚
障
が
い
者
に
対
す
る

日
常
生
活
用
具
給
付
制
度
に
つ
い
て

伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
本
制
度
は
、
日

常
生
活
用
具
の
購
入
費
の
助
成
を
行

う
も
の
で
、
市
が
品
目
や
基
準
額
を

定
め
て
い
る
。
本
市
で
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
対
し
計

20
種
目
の
用
具
を
給
付
し
て
い
る
。

お
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
丁
寧
に
話

を
伺
い
、
個
別
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
対
応
に
努
め
た
い
。

■
議
員　
本
市
の
交
通
バ
リ
ア
フ
リ

ー
と
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
へ
の
歩
行

移
動
の
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長　
交
通
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
を
策
定
し
、
推
進
協

議
会
で
重
点
地
区
の
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
へ
の
歩

行
移
動
の
支
援
策
は
、
今
後
の
課
題

だ
と
考
え
て
い
る
。
当
事
者
の
御
意

見
も
伺
い
な
が
ら
、
今
後
の
推
進
に

取
り
組
み
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
人
援
助
従
事
者

へ
の
支
援
の
考
え
方
に
つ
い
て

中
な か

田
だ

 利
と し

幸
ゆ き

 議員
（信

しん
風
ぷう

）

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
の
高
齢
者
の

健
康
対
策
に
つ
い
て

■
議
員　
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
さ
か

ら
高
齢
者
の
活
動
も
縮
小
が
見
受
け

ら
れ
る
一
方
で
、
心
身
の
健
康
や
認

知
症
予
防
な
ど
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
認
識
を
伺
う
。

■
市
長　
高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
う
状
況
が
あ

り
、
今
後
も
感
染
予
防
を
徹
底
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
一

方
で
、
御
指
摘
の
と
お
り
、
高
齢
者

の
外
出
自
粛
が
、
持
病
、
体
力
面
や

精
神
面
、
あ
る
い
は
認
知
面
に
つ
い

て
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
に
、
そ

れ
に
対
す
る
対
策
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
今
後
、
高
齢
者
の
健
康
維

持
を
ど
う
啓
発
し
て
い
く
の
か
が
重

要
だ
と
考
え
る
が
、
身
体
的
な
健
康

維
持
策
に
つ
い
て
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
感
染
を
避
け
る

た
め
、
現
在
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
に
な
っ
て
お
り
、
運
動
す
る
機
会

や
社
会
と
の
関
わ
り
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
を
補
完
す
る
た
め
、
自
宅
で

簡
単
に
行
え
る
動
画
を
作
成
し
、
本

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
し
、
希

望
者
の
方
に
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
付
し
て

い
る
。
ま
た
、
フ
レ
イ
ル
予
防
体
操

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
広
報

よ
な
ご
等
で
の
啓
発
や
地
区
の
担
当

保
健
師
が
地
域
で
活
動
す
る
際
に
、

そ
れ
を
配
付
し
啓
発
し
て
い
る
。

■
議
員　
社
会
的
な
関
わ
り
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
の
精

神
的
な
影
響
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
今
年
度
か
ら
保

健
師
が
地
域
を
回
り
、
住
民
の
皆
様

が
身
近
に
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え

た
と
こ
ろ
で
、
今
後
は
感
染
予
防
を

し
っ
か
り
と
講
じ
た
上
で
、
各
公
民

館
で
「
出
張
！
な
ん
で
も
健
康
相
談
」

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
議
員　
他
人
と
の
接
触
に
警
戒
心

が
あ
る
方
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
が

難
し
い
高
齢
者
に
も
配
慮
し
、
今
後
、

啓
発
活
動
も
工
夫
が
必
要
で
は
な
い

か
。
テ
レ
ビ
な
ど
、
高
齢
者
が
目
に

し
や
す
い
媒
体
を
使
っ
て
啓
発
で
き

な
い
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　
あ
ら
ゆ
る
手
段

で
啓
発
を
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で

あ
り
、
御
提
案
の
テ
レ
ビ
で
の
配
信

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

各 個 質 問

※
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
：
全
盲
で
は
な
い
が
、
視
機
能
が

弱
く
、
矯
正
で
き
な
い
見
え
に
く
さ
が
あ
る
た
め
、

成
長
や
発
達
、
ま
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
お
い

て
、
何
ら
か
の
支
障
が
あ
る
視
覚
の
状
態
の
こ
と



2020年12月　よなご市議会だより【63号】 4

あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

意
見
書

お
知
ら
せ

決
算
指
摘
事
項

稲
い な

田
た

　清
きよし

 議員
（蒼

そう
生
せい

会
かい

）

市
道
安
倍
三
柳
線
と
ま
ち
づ
く

り
戦
略
に
つ
い
て

■
議
員　
安
倍
三
柳
線
の
延
伸
開
通

に
つ
い
て
、
第
１
工
区
（
浜
橋
か
ら

外
浜
産
業
道
路
ま
で
）
と
第
２
工
区

（
外
浜
産
業
道
路
か
ら
国
道
４
３
１

号
線
ま
で
）
の
見
通
し
を
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
第
１
工
区
は
令

和
３
年
２
月
を
供
用
開
始
予
定
と
し

て
い
る
。
第
２
工
区
は
令
和
12
年
度

の
完
成
を
目
途
と
し
て
い
る
。

■
議
員　
東
福
原
樋
口
線
か
ら
分
岐

す
る
両
三
柳
中
央
線
の
事
業
計
画
を

伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
今
後
、
５
年
か

ら
６
年
を
め
ど
に
完
成
を
目
指
し
て

い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

■
議
員　
浜
橋
交
差
点
の
整
備
と
し

て
、
米
子
市
方
面
へ
向
か
う
外
浜
街

道
線
の
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
及
び
浜

橋
の
架
け
替
え
に
つ
い
て
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
安
倍
三
柳
線
と

両
三
柳
中
央
線
が
接
道
す
る
ま
で
に
、

一
体
と
し
て
行
う
予
定
で
あ
る
。

■
議
員　
横
断
歩
道
や
セ
ン
タ
ー
ラ

イ
ン
が
摩
耗
し
て
い
る
。
安
全
面
か

ら
の
点
検
に
つ
い
て
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
点
検
を
実
施
し

適
切
な
時
期
に
引
き
直
し
を
行
う
。

■
議
員　
内
浜
中
央
線
（
通
称
：
高

専
通
り
）
と
安
倍
三
柳
線
と
の
交
差

点
の
信
号
切
替
の
サ
イ
ク
ル
を
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
交
通
渋
滞
が
起

き
る
懸
念
が
あ
る
の
で
、
横
断
歩
道

の
点
検
と
併
せ
て
、
公
安
委
員
会
と

現
地
確
認
を
行
い
た
い
。

■
議
員　
延
伸
開
通
し
た
部
分
の
沿

道
に
進
出
し
た
い
事
業
者
の
要
望
が

あ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長　
原
則
と
し
て
開

発
を
抑
制
す
べ
き
区
域
で
あ
る
。

■
議
員　
米
子
市
全
体
の
発
展
と
い

う
観
点
か
ら
、
市
街
化
区
域
と
隣
接

し
て
い
る
区
域
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長　
市
街
化
区
域
に

隣
接
す
る
区
域
で
、
特
に
交
通
の
利

便
性
の
高
い
幹
線
道
路
沿
い
に
お
い

て
は
、
一
定
程
度
対
象
を
限
定
し
た
、

沿
道
型
地
区
計
画
の
運
用
基
準
の
策

定
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。

■
議
員　
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

再
度
伺
う
。

■
市
長　
当
面
は
一
部
許
可
、
規
制

緩
和
を
し
て
い
く
よ
う
な
形
で
、
こ

の
問
題
に
は
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

戸
と

田
だ

 隆
りゅう

次
じ

 議員
（政

せい
英
えい

会
かい

）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

係
る
各
支
援
に
つ
い
て

■
議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
つ
い
て
は
、
国
県
の
補
助
要
綱

も
整
備
さ
れ
、
ま
た
、
本
市
独
自
の

施
策
も
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
低
所
得
層
の
方
々
へ
の
支

援
が
薄
い
と
感
じ
る
。
今
般
本
市
が

掲
げ
る
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
へ
の

支
援
、
雇
用
を
支
え
る
事
業
者
等
へ

の
支
援
を
踏
ま
え
、
低
所
得
層
の
方

々
に
対
し
、
上
下
水
道
料
金
の
減
免

化
に
つ
い
て
、
早
急
に
補
正
予
算
対

応
措
置
さ
れ
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

■
市
長　
上
下
水
道
に
つ
い
て
は
、

企
業
会
計
で
あ
り
独
立
採
算
制
の
会

計
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
両
事
業
の

減
免
化
に
つ
い
て
は
、
市
長
部
局
が

問
題
意
識
を
持
ち
対
応
す
べ
き
事
案

で
あ
り
、
期
間
・
範
囲
に
つ
い
て
検

討
し
実
施
し
た
い
。
特
に
、
水
道
料

金
減
免
化
等
の
実
施
時
期
に
つ
い
て

は
、
本
定
例
会
の
最
終
日
に
議
会
に

提
案
し
理
解
を
得
る
考
え
で
あ
る
。

旧
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の
今

後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て

■
議
員　
県
と
市
と
の
土
地
交
換
に

よ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
は
市
の
所
有
物

と
な
り
、
今
後
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ナ

ダ
さ
ん
へ
無
償
貸
付
し
管
理
運
営
し

て
い
た
だ
く
ス
キ
ー
ム
と
の
事
だ
が
、

今
後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

■
文
化
観
光
局
長　
今
後
の
運
営
方

針
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ナ

ダ
さ
ん
に
管
理
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
活
性
化
に
資
す
る
利
活
用
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
の
ス
ポ
ー

ツ
利
用
、
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て

の
利
用
に
供
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
同
セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア
は
米

子
市
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
旧
尾

高
城
跡
で
あ
り
、
周
辺
に
は
梅
園
・

桜
園
が
あ
り
、
歴
史
の
憩
い
の
場
所

と
考
え
る
。
歴
史
あ
る
名
勝
を
後
世

に
継
承
す
べ
く
、
同
エ
リ
ア
を
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
化
す
べ
き
で
な
い
か
。

■
市
長　
尾
高
城
跡
を
中
心
と
す
る

様
々
な
貴
重
な
地
域
資
源
が
存
在
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
描
く
必
要
性
も
十
分
に

認
識
し
て
い
る
。
今
後
文
化
財
保
存

活
用
計
画
等
に
よ
り
尾
高
城
跡
を
含

む
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
文
化
財
の
保

存
活
用
等
の
方
向
性
を
示
唆
し
た
い
。

各 個 質 問
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

意
見
書

お
知
ら
せ

決
算
指
摘
事
項

伊
い

藤
と う

ひろえ 議員
（信

しん
風
ぷう

）

断
ら
な
い
相
談
体
制
に
つ
い
て

■
議
員　
行
政
の
縦
割
り
に
よ
り
、

い
わ
ゆ
る
た
ら
い
回
し
が
あ
っ
た
。

本
人
、
世
帯
の
属
性
に
か
か
わ
ら
ず
、

受
け
止
め
る
相
談
支
援
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
現
在
は
分
野
ご

と
に
様
々
な
相
談
窓
口
が
あ
る
が
、

ど
こ
の
窓
口
に
来
ら
れ
て
も
、
あ
ら

ゆ
る
相
談
を
何
で
も
受
け
止
め
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
世
帯

全
体
と
し
て
捉
え
て
支
援
に
つ
な
い

で
い
く
体
制
を
構
築
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

■
議
員　
人
と
人
、
人
と
社
会
が
つ

な
が
り
、
一
人
一
人
が
生
き
が
い
や

役
割
を
持
ち
、
助
け
合
い
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
包
摂
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
や
社
会
を

つ
く
る
、
地
域
共
生
社
会
に
向
け
て

ま
い
進
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
取
組
に
つ
い

て■
議
員　
２
０
１
５
年
時
点
で
年
間

２
８
４
２
万
ト
ン
の
食
品
廃
棄
物
が

出
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
ま
だ
食
べ

ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る
食
品
は
６

４
６
万
ト
ン
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
食

品
ロ
ス
を
こ
の
ま
ま
続
け
て
い
け
ば
、

環
境
負
荷
の
増
大
、
資
源
の
枯
渇
な

ど
を
起
こ
す
可
能
性
も
あ
る
。
食
品

ロ
ス
削
減
推
進
法
に
つ
い
て
、
地
方

公
共
団
体
の
責
務
や
努
力
義
務
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
地
方
公
共
団
体

は
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
関
し
、
国

及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
、
そ
の
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施

す
る
責
務
を
有
す
る
と
定
め
て
い
る
。

ま
た
努
力
義
務
と
し
て
、
食
品
ロ
ス

の
削
減
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
及
び
都
道
府
県
食
品
ロ
ス
削
減

推
進
計
画
を
踏
ま
え
、
当
該
区
域
内

に
お
け
る
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進

に
係
る
計
画
、
市
町
村
食
品
ロ
ス
削

減
推
進
計
画
を
定
め
る
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。

■
議
員　
家
庭
系
食
品
ロ
ス
の
本
市

で
の
現
状
を
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
家
庭
系
ご
み
の

12
％
が
食
品
ロ
ス
で
あ
っ
た
。

岡
お か

村
む ら

 英
え い

治
じ

 議員
（日本共産党米子市議団）

西
部
広
域
の
「
広
域
可
燃
物
処

理
計
画
」
に
つ
い
て

■
議
員　
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

が
本
年
５
月
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
整
備
基
本
構
想
案
を
ま
と
め
、
令

和
14
年
度
に
可
燃
ご
み
処
理
施
設
、

不
燃
ご
み
処
理
施
設
、
最
終
処
分
場

の
稼
働
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
構

想
案
が
住
民
に
明
ら
か
に
な
っ
た
の

が
本
年
５
月
で
あ
り
、
そ
の
５
か
月

後
の
10
月
ま
で
に
、
参
加
す
る
か
ど

う
か
の
回
答
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
拙
速
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
平
成
30
年
度
に

西
部
の
ご
み
処
理
の
あ
り
方
検
討
会

が
設
置
さ
れ
て
以
降
、
各
市
町
村
に

お
い
て
も
検
討
さ
れ
て
き
て
お
り
、

10
月
末
ま
で
の
意
向
判
断
は
拙
速
で

あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

■
議
員　
構
想
案
に
つ
い
て
住
民
へ

の
周
知
が
な
さ
れ
た
の
か
。
住
民
の

理
解
が
あ
る
程
度
進
ん
で
い
る
と
考

え
て
い
る
の
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
現
時
点
で
は
西

部
広
域
内
部
で
検
討
を
進
め
ら
れ
、

今
後
、
住
民
に
も
説
明
を
さ
れ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
今
回
の
構
想
案
で
は
、
施

設
の
設
計
か
ら
施
工
、
運
営
ま
で
民

間
業
者
に
包
括
的
に
委
託
す
る
Ｄ
Ｂ

Ｏ
（
デ
ザ
イ
ン
・
ビ
ル
ド
・
オ
ペ
レ

ー
ト
）
方
式
を
採
用
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
平
成
13
年
度
に
策
定
さ
れ
た

前
回
の
可
燃
ご
み
処
理
広
域
化
計
画

に
は
な
か
っ
た
点
で
あ
り
、
重
大
な

変
更
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
公
設
民
営
方
式

の
一
つ
で
あ
る
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
な
ど
、

全
体
の
効
率
化
と
コ
ス
ト
削
減
が
図

ら
れ
る
方
式
を
基
本
と
し
て
検
討
し

て
い
く
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

■
議
員　
平
成
16
年
６
月
議
会
で
議

決
し
た
事
務
は
、
米
子
市
の
手
を
離

れ
た
と
副
市
長
は
答
弁
さ
れ
て
い
る

が
、
下
水
道
汚
泥
の
処
理
や
Ｄ
Ｂ
Ｏ

方
式
の
採
用
な
ど
、
当
時
と
は
大
き

く
異
な
る
ご
み
処
理
計
画
と
な
っ
て

い
る
。
住
民
参
加
で
じ
っ
く
り
議
論

し
、
住
民
の
理
解
と
納
得
の
上
で
構

想
へ
の
参
画
を
ど
う
す
る
の
か
、
決

め
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
令
和
３
年
度
上

旬
に
は
基
本
構
想
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
予
定
し
て
お
り
、
西
部

圏
域
住
民
の
意
見
を
伺
う
予
定
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。

各 個 質 問
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

意
見
書

お
知
ら
せ

決
算
指
摘
事
項

安
あ

達
だ ち

 卓
た か

是
し

 議員
（信

しん
風
ぷう

）

成
年
期
の
発
達
障
が
い
者
支
援

に
つ
い
て

■
議
員　
家
族
を
含
め
た
相
談
支
援

が
重
要
と
考
え
る
が
、
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
体
制
を
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
相
談
対
応
の
ほ

か
、
担
当
課
や
他
部
署
、
他
機
関
と

支
援
会
議
を
開
き
、
課
題
解
決
を
図

っ
て
い
る
。
発
達
障
が
い
支
援
は
、

個
々
の
状
況
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
生
活
上
の
問
題
を
丁
寧

に
確
認
し
、
家
族
関
係
の
調
整
等
を

行
う
と
と
も
に
、
周
囲
の
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。
就
労

支
援
に
つ
い
て
は
、
就
職
や
仕
事
の

定
着
が
困
難
な
方
に
対
し
、
相
談
支

援
事
業
所
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
、
相
談
に

応
じ
て
い
る
。

■
議
員　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
障
が
い
者

優
先
調
達
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
作

業
受
注
が
減
っ
た
事
業
所
支
援
の
た

め
の
経
費
を
６
月
補
正
で
予
算
化
し

た
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら
緑
地
の
除

草
清
掃
作
業
の
一
部
の
発
注
を
検
討

し
て
い
る
。
今
後
も
就
労
の
場
の
確

保
や
工
賃
の
向
上
に
努
め
た
い
。

長
雨
等
に
よ
る
白
ネ
ギ
や
野
菜

へ
の
影
響
と
排
水
対
策
に
つ
い

て■
議
員　
今
期
の
強
風
、
長
雨
に
よ

る
日
照
不
足
、
６
月
の
大
雨
に
よ
る

白
ネ
ギ
等
の
野
菜
へ
の
影
響
を
伺
う
。

■
農
林
水
産
振
興
局
長　
白
ネ
ギ
に

つ
い
て
は
、
あ
ぜ
崩
れ
と
倒
伏
、
ニ

ン
ジ
ン
が
冠
水
に
よ
る
品
種
低
下
と

水
腐
れ
等
が
あ
っ
た
。
６
月
の
豪
雨

で
は
、
土
砂
に
よ
る
側
溝
や
用
水
路

の
閉
塞
等
で
農
道
が
１
か
所
、
水
路

が
３
か
所
被
害
を
受
け
た
が
、
６
月

末
に
復
旧
し
て
い
る
。

■
議
員　
弓
浜
部
で
は
、
今
期
の
大

雨
の
際
も
し
ば
ら
く
畑
地
に
水
が
た

ま
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

関
係
者
で
対
策
を
協
議
し
、
今
後
に

生
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
農
林
水
産
振
興
局
長　
８
月
に
地

元
関
係
者
と
現
地
で
畑
地
の
冠
水
等

の
課
題
に
つ
い
て
確
認
し
、
市
の
関

係
部
署
で
対
応
策
を
協
議
し
、
地
元

関
係
者
に
回
答
し
た
。
今
後
も
農
地

の
保
全
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）　

○
身
体
と
心
の
健
康
づ
く
り
・
介
護

予
防
に
つ
い
て

岡
お か

田
だ

 啓
け い

介
す け

 議員
（政

せい
英
えい

会
かい

）

空
き
家
、
特
定
空
家
の
対
応
状

況
に
つ
い
て

■
議
員　
中
心
市
街
地
に
お
け
る
空

き
家
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
長
屋
で

あ
る
こ
と
、
前
面
道
路
が
狭
い
等
の

理
由
に
よ
り
流
通
市
場
に
乗
り
に
く

い
た
め
空
き
家
が
発
生
し
て
い
る
。

ま
た
、
弓
浜
地
区
で
あ
れ
ば
、
市
街

化
調
整
区
域
に
お
い
て
か
な
り
空
き

家
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、
市
は
こ

れ
ら
の
原
因
を
把
握
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
地
域
ご
と
に
分
析
を
行

い
、
対
策
を
議
論
し
て
い
る
の
か
。

■
都
市
整
備
部
長　
市
街
化
調
整
区

域
は
、
市
街
化
区
域
に
比
べ
て
か
な

り
厳
し
い
規
制
が
あ
り
、
そ
れ
が
流

通
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
原
因
の
一

つ
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
県
と
協
議

し
、
開
発
許
可
基
準
を
見
直
し
、
空

き
家
の
有
効
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。
そ
の
他
の

空
き
家
に
つ
い
て
も
、
随
時
研
究
を

行
い
、
空
き
家
対
策
を
重
要
視
し
て

考
え
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
今
後
、
人
口
減
少
が
加
速

す
れ
ば
、
空
き
家
は
非
常
に
大
き
な

問
題
に
な
る
と
考
え
る
。
空
き
家
の

多
い
地
域
に
は
、
道
路
幅
が
狭
く
救

急
車
等
の
緊
急
車
両
が
通
行
で
き
な

い
地
域
も
あ
る
が
、
市
民
の
安
心
・

安
全
、
ま
た
防
災
の
観
点
か
ら
、
行

政
と
し
て
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
副
市
長　
確
か
に
、
面
的
な
整
備

が
必
要
な
地
域
も
あ
る
が
、
実
際
に

整
備
を
行
う
に
は
様
々
な
課
題
が
あ

る
。
短
期
的
、
中
長
期
に
取
り
組
む

こ
と
を
仕
分
し
、
対
応
が
急
が
れ
る

物
件
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
速
や

か
に
対
応
し
、
中
長
期
に
対
応
す
べ

き
も
の
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
研
究

し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
空
き
家
対
策
と
し
て
、
例

え
ば
全
て
行
政
の
み
で
区
画
整
理
事

業
を
行
う
の
で
は
な
く
、
民
間
事
業

者
も
あ
る
程
度
の
区
画
整
理
を
行
い
、

そ
の
土
地
を
売
却
す
る
際
に
は
行
政

も
一
定
の
協
力
を
す
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
不
動
産
と

い
う
も
の
は
、
民
間
事
業
者
が
流
通

を
促
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
で
き
な

い
も
の
が
空
き
家
に
な
る
。
行
政
が

ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
れ
ば
、
民
間
事

業
者
の
方
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な

る
の
か
を
、
も
っ
と
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

各 個 質 問



2020年12月　よなご市議会だより【63号】7

あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

意
見
書

お
知
ら
せ

決
算
指
摘
事
項

安
や す

田
だ

　篤
あつし

 議員
（公明党議員団）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

促
進
に
つ
い
て

■
議
員　
本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
交

付
枚
数
率
と
一
日
の
交
付
枚
数
と
待

ち
時
間
に
つ
い
て
現
状
を
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
８
月
23
日
現
在
、

交
付
枚
数
率
17
・
３
４
％
、
交
付
枚

数
２
万
５
６
４
４
枚
。
一
日
の
交
付

枚
数
の
平
均
は
、
80
枚
で
、
15
分
程

度
お
待
ち
い
た
だ
い
て
い
る
。

■
議
員　
窓
口
交
付
体
制
の
取
り
組

み
と
混
雑
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
特
設
ブ
ー
ス
設

置
時
は
、
職
員
３
名
、
非
常
勤
職
員

３
名
で
対
応
し
て
い
た
が
、
体
制
強

化
の
た
め
、
現
在
は
、
職
員
３
名
、

会
計
年
度
任
用
職
員
９
名
で
窓
口
対

応
並
び
に
、
出
張
申
請
サ
ー
ビ
ス
を

行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
混
雑
状
況

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
や
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
等
で
の
来
庁
舎
が
増

え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
は
課

題
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て

■
議
員　
市
役
所
本
庁
舎
防
犯
カ
メ

ラ
の
運
用
状
況
と
庁
舎
内
で
の
ト
ラ

ブ
ル
等
で
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

■
総
務
部
長　
本
庁
舎
の
防
犯
カ
メ

ラ
に
つ
い
て
は
、
正
面
・
東
側
・
西

側
玄
関
及
び
宿
日
直
室
前
に
各
１
台

ず
つ
、
計
４
台
設
置
し
て
お
り
、
そ

の
運
用
ま
た
は
画
像
の
管
理
に
当
た

っ
て
は
、
「
米
子
市
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
及
び
運
用
に
関
す
る
要
綱
」
に

基
づ
き
適
切
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

ま
た
、
庁
舎
内
で
の
ト
ラ
ブ
ル
等
で

の
活
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
画
像
を
活
用
し
た
事
例
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。

■
議
員　
本
市
に
お
い
て
公
共
ス
ペ

ー
ス
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
が
進
ん
だ

場
合
、
肖
像
権
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
を
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の

か
伺
う
。

■
総
務
部
長　
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い

て
は
、
そ
の
効
果
が
一
般
的
に
認
知

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
方
で
、
個

人
の
肖
像
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権

利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
人

も
お
り
、
慎
重
に
取
り
扱
う
べ
き
で

あ
る
と
十
分
認
識
し
て
い
る
。
「
米

子
市
個
人
情
報
保
護
条
例
」
や
県
の

指
針
等
を
踏
ま
え
、
徹
底
を
図
る
。

奥
お く

岩
い わ

 浩
ひ ろ

基
き

 議員
（蒼

そう
生
せい

会
かい

）

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
に
つ
い
て

■
議
員　
新
し
い
生
活
様
式
に
つ
い

て
、
一
律
に
自
粛
を
促
す
も
の
で
は

な
い
と
考
え
る
が
、
市
長
の
所
見
を

伺
う
。

■
市
長　
自
粛
は
一
定
程
度
感
染
予

防
に
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
一

方
で
、
新
し
い
生
活
様
式
と
し
て
経

済
活
動
・
社
会
活
動
の
両
立
を
図
る

政
府
の
方
針
が
、
本
市
で
は
十
分
に

定
着
し
て
き
て
い
る
感
じ
で
は
な
い

と
思
う
。
よ
り
一
層
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

し
な
が
ら
、
感
染
予
防
と
社
会
経
済

活
動
の
両
立
と
い
う
新
し
い
生
活
様

式
の
定
着
に
向
け
た
広
報
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

■
議
員　
本
市
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
「
Ｃコ

Ｏコ

Ｃア

Ｏ
Ａ
」
の
活
用
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
米
子
市
か
ら
の
お
願
い
で
積

極
的
な
利
用
登
録
、
活
用
に
つ
い
て

呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

■
議
員　
新
し
い
生
活
様
式
で
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
社
会
を
乗
り
切
る
た
め
、

柔
軟
か
つ
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が
必
要

と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

■
市
長　
社
会
経
済
活
動
を
極
力
止

め
な
く
て
も
済
む
よ
う
な
斬
新
な
ア

イ
デ
ア
、
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア
に
つ
い

て
支
援
を
し
て
い
く
つ
も
り
。
国
が

示
し
た
地
域
未
来
構
想
20
な
ど
を
参

考
に
し
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
し
っ
か
り
と
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

■
議
員　
職
員
間
で
ア
イ
デ
ア
コ
ン

ペ
、
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
関
し
て

は
若
い
世
代
の
ア
イ
デ
ア
を
聞
く
機

会
が
あ
っ
て
も
良
い
と
考
え
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
河
川
・
公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い

て

各 個 質 問



2020年12月　よなご市議会だより【63号】 8

あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

意
見
書

お
知
ら
せ

決
算
指
摘
事
項

土
ど

光
こ う

　均
ひとし

 議員
（よなご・未来）

淀
江
産
業
廃
棄
物
処
分
場
建
設

計
画
に
つ
い
て

■
議
員　
市
は
、
産
廃
計
画
予
定
地

に
関
し
、
目
的
外
に
は
使
用
し
な
い

と
い
う
用
途
制
限
を
定
め
て
い
る
開

発
協
定
に
対
す
る
説
明
に
つ
い
て
、

市
民
団
体
か
ら
の
面
談
の
要
請
を
断

っ
て
い
る
。
こ
の
対
応
に
関
す
る
市

長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

■
市
民
生
活
部
長　
こ
れ
ま
で
文
書

に
よ
る
回
答
、
議
会
で
の
説
明
を
し

て
き
て
い
る
の
で
、
市
民
の
疑
問
に

は
答
え
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
市
長
の
考
え
を
部
長
が
答

弁
す
る
の
か
。
再
度
、
市
長
に
聞
き

た
い
。
市
長
は
説
明
責
任
を
ど
う
い

う
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

■
市
長　
説
明
責
任
は
説
明
す
る
責

任
だ
と
思
っ
て
い
る
。

■
議
員　
説
明
責
任
と
は
、
説
明
を

す
る
側
が
一
方
的
に
考
え
を
述
べ
て

よ
し
と
す
る
の
で
は
な
く
、
受
け
る

側
が
納
得
す
る
ま
で
説
明
を
す
る
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

■
市
長　
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
部

分
も
あ
る
が
、
一
定
程
度
説
明
を
果

た
し
た
後
は
、
議
論
を
打
ち
切
っ
て

結
論
を
出
し
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
も
必
要
で
あ
る
。

■
議
員　
産
廃
予
定
地
の
土
地
の
使

用
に
関
し
、
か
つ
て
県
は
開
発
協
定

の
変
更
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
裁
判
の
場
で
言
っ
て
い
た
が
、
本

市
の
見
解
を
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
見
解
を
述
べ
る

こ
と
は
控
え
た
い
。

■
議
員　
か
つ
て
県
は
そ
う
い
う
認

識
を
示
し
て
い
た
が
、
市
は
、
そ
れ

と
異
な
る
見
解
を
な
ぜ
今
示
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
、
説
明
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
今
の
時
点
で
は

県
の
担
当
部
局
で
も
承
知
し
て
い
る
。

■
議
員　
過
去
の
不
都
合
な
こ
と
に

は
言
及
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。
県

は
知
事
や
統
括
監
も
か
つ
て
開
発
協

定
の
変
更
は
必
要
だ
と
答
弁
し
て
い

る
が
、
そ
の
事
実
は
知
っ
て
い
た
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
県
議
会
の
会
議

録
で
確
認
し
て
い
る
。

■
議
員　
で
は
な
ぜ
、
昨
年
の
全
員

協
議
会
の
場
で
、
そ
れ
を
肯
定
す
る

答
弁
を
し
な
が
ら
、
す
ぐ
後
で
そ
の

発
言
を
取
り
消
し
た
の
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
混
乱
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

又
ま た

野
の

 史
し

朗
ろ う

 議員
（日本共産党米子市議団）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

■
議
員　
感
染
し
た
場
合
に
重
症
化

し
て
し
ま
う
高
齢
者
や
病
気
治
療
中

の
患
者
と
接
触
が
あ
る
医
療
・
介
護

従
事
者
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等

を
、
行
政
検
査
と
し
て
自
己
負
担
な

し
で
行
う
べ
き
だ
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。
ま
た
、
福
祉
施
設
や
保
育
所
、

学
校
の
職
員
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　
検
査
に
つ
い
て

は
、
保
健
所
設
置
者
で
あ
る
鳥
取
県

が
、
国
の
指
針
に
従
い
、
県
内
の
検

査
体
制
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
適
正

に
判
断
し
、
実
施
し
て
い
く
も
の
と

考
え
る
。

■
議
員　
本
市
と
し
て
の
考
え
が
聞

き
た
か
っ
た
が
残
念
で
あ
る
。
住
民

に
一
番
近
い
行
政
で
あ
る
市
が
住
民

の
声
を
聞
き
、
国
や
県
に
要
望
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
医
療
・

介
護
・
福
祉
な
ど
の
施
設
で
は
、
定

期
的
に
無
料
で
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
国
や
県
に
意
見

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

産
業
廃
棄
物
処
分
場
建
設
計
画

の
中
止
を
求
め
て

■
議
員　
今
回
の
県
の
地
下
水
調
査

会
で
は
、
も
っ
と
調
査
が
必
要
と
の

こ
と
で
、
さ
ら
に
調
査
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
不
十
分
な
調

査
で
地
下
水
の
流
れ
を
判
断
し
、
ず

っ
と
大
丈
夫
だ
と
言
っ
て
き
た
環
境

管
理
事
業
セ
ン
タ
ー
に
、
産
業
廃
棄

物
処
分
場
の
建
設
・
運
営
管
理
を
任

せ
る
の
は
、
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

■
市
民
生
活
部
長　
セ
ン
タ
ー
の
調

査
結
果
は
適
切
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て

導
き
出
さ
れ
た
結
論
で
あ
る
。
今
後

も
適
切
な
手
続
が
な
さ
れ
て
い
く
か

注
視
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
そ
の
プ
ロ
セ
ス
自
体
に
も

不
十
分
な
点
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
地
元
住

民
か
ら
も
も
っ
と
調
査
を
し
て
ほ
し

い
、
他
の
専
門
家
の
意
見
も
聞
い
て

ほ
し
い
と
要
望
が
あ
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
そ
れ
ら
を
せ
ず
、
県
の
地
下

水
調
査
会
で
情
報
が
不
十
分
だ
と
指

摘
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
セ
ン
タ
ー

に
、
有
害
物
質
が
漏
れ
出
す
危
険
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
産
廃
処
分
場
の

建
設
・
運
営
管
理
を
任
せ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
強
く
主
張
す
る
。

各 個 質 問



2020年12月　よなご市議会だより【63号】9

あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

意
見
書

お
知
ら
せ

決
算
指
摘
事
項

石
い し

橋
ば し

 佳
よ し

枝
え

 議員
（日本共産党米子市議団）

必
要
な
介
護
を
安
心
し
て
受
け

ら
れ
る
介
護
保
険
を
求
め
て

■
議
員　
介
護
保
険
料
負
担
は
重
く
、

一
方
、
介
護
給
付
は
削
減
さ
れ
て
き

た
。
要
支
援
１
、
２
の
訪
問
介
護
、

訪
問
サ
ー
ビ
ス
と
通
所
介
護
を
介
護

保
険
本
体
か
ら
市
町
村
の
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
へ
と
移
行

し
た
が
、
総
合
事
業
は
介
護
保
険
よ

り
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
が
低
く
、
限
度

額
も
小
さ
く
、
介
護
保
険
と
同
じ
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
。
入
浴
サ

ー
ビ
ス
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
組
み
込
め

な
い
た
め
、
要
支
援
の
独
居
の
人
が

通
所
で
お
風
呂
に
入
れ
ず
、
シ
ャ
ワ

ー
で
我
慢
す
る
と
聞
い
た
。
要
支
援

１
、
２
を
元
の
介
護
保
険
本
体
に
返

せ
と
国
に
言
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　
要
支
援
者
へ
の

効
果
的
・
効
率
的
な
支
援
等
を
目
指

し
、
要
支
援
１
、
２
を
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
移
行
し

た
。
現
時
点
で
は
制
度
の
見
直
し
を

国
に
求
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

■
議
員　
総
合
事
業
で
は
、
要
支
援

者
の
介
助
は
無
資
格
の
人
で
も
よ
い

と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
効
果
的
な

支
援
を
と
言
う
な
ら
ば
、
介
護
保
険

本
体
に
返
し
、
介
護
福
祉
士
や
理
学

療
法
士
等
の
有
資
格
者
の
ケ
ア
を
受

け
る
の
が
本
当
の
支
援
で
あ
る
。

■
議
員　
認
知
症
の
要
介
護
者
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
入
所
が

困
難
で
あ
る
が
、
介
護
職
の
人
材
不

足
が
大
き
な
原
因
と
考
え
る
。
国
に

施
設
の
人
員
配
置
の
基
準
の
見
直
し

と
報
酬
の
見
直
し
を
求
め
ら
れ
た
い
。

■
福
祉
保
健
部
長　
国
の
社
会
保
障

審
議
会
で
議
論
さ
れ
て
お
り
、
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
に
つ
い
て
、

今
後
議
論
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
た
め
、

国
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。

■
議
員　
介
護
福
祉
士
の
養
成
を
し

て
い
る
県
内
の
学
校
の
令
和
２
年
度

の
入
学
者
数
が
、
鳥
取
社
会
福
祉
専

門
学
校
が
定
員
80
人
に
対
し
19
名
、

米
子
医
療
福
祉
専
門
学
校
が
定
員
40

名
に
対
し
11
名
で
あ
っ
た
。
介
護
職

は
３
Ｋ
（
き
つ
い
、
汚
い
、
危
険
）

で
あ
り
、
ま
た
高
齢
化
も
進
ん
で
い

る
。
報
酬
の
見
直
し
が
急
が
れ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
保
育
所
統
廃
合
民
営
化
は
や
め
、

子
ど
も
最
優
先
の
保
育
を

○
障
が
い
の
あ
る
人
を
支
え
る
制
度

の
充
実
を

門
か ど

脇
わ き

 一
か ず

男
お

 議員
（蒼

そう
生
せい

会
かい

）

防
災
減
災
へ
の
取
組
に
つ
い
て

■
議
員　
近
年
多
発
し
て
い
る
甚
大

な
災
害
下
で
は
、
自
動
起
動
機
能
付

ラ
ジ
オ
放
送
受
信
機
（
防
災
ラ
ジ
オ
）

は
必
要
不
可
欠
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
防
災
ラ
ジ
オ

の
導
入
を
決
定
し
た
が
、
今
後
の
予

定
に
つ
い
て
伺
う
。

■
防
災
安
全
監　
防
災
行
政
無
線
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
と
の
連
携
整
備

を
完
了
し
、
令
和
２
年
中
に
は
防
災

ラ
ジ
オ
の
納
品
を
予
定
し
て
い
る
。

防
災
ラ
ジ
オ
の
貸
与
の
開
始
時
期
、

お
手
持
ち
の
ラ
ジ
オ
受
信
機
な
ど
で

防
災
行
政
無
線
が
聴
取
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
開
始
時
期
は
検
討
中
で
あ
る
。

■
議
員　
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か

分
か
ら
な
い
た
め
、
一
刻
も
早
い
対

応
が
必
要
で
あ
る
。
年
内
に
防
災
ラ

ジ
オ
の
納
品
を
予
定
し
て
い
る
な
ら
、

年
度
内
の
令
和
３
年
３
月
ま
で
に
貸

与
を
開
始
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

■
防
災
安
全
監　
自
治
会
、
自
主
防

災
組
織
、
消
防
団
へ
の
無
償
貸
与
は

速
や
か
に
開
始
し
た
い
。
希
望
者
へ

の
有
償
貸
与
は
一
定
の
申
請
を
受
け

付
け
る
期
間
が
必
要
だ
が
、
年
度
内

に
事
業
完
了
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

荒
廃
農
地
対
策
に
つ
い
て

■
議
員　
本
市
で
は
、
こ
の
５
年
間

で
面
積
に
し
て
ど
れ
く
ら
い
荒
廃
農

地
が
減
少
し
た
の
か
。

■
農
林
水
産
振
興
局
長　
国
・
県
の

補
助
事
業
、
単
市
事
業
等
に
よ
り
荒

廃
農
地
が
５
年
間
で
60
㌶
減
少
し
た
。

■
議
員　
荒
廃
農
地
の
解
消
に
貢
献

し
て
い
る
洋
芝
の
生
産
だ
が
、
増
産

が
進
ん
で
い
な
い
。
そ
こ
で
洋
芝
以

外
に
も
比
較
的
栽
培
が
容
易
で
付
加

価
値
の
あ
る
作
物
を
選
定
し
、
栽
培

に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例

え
ば
、
は
ぶ
茶
は
数
年
前
か
ら
農
福

連
携
で
栽
培
生
産
を
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
は
ぶ
茶
は
一
例
だ
が
、
荒
廃
農

地
解
消
に
向
け
新
た
な
作
物
を
研
究

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
農
林
水
産
振
興
局
長　
本
市
の
は

ぶ
茶
栽
培
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い

な
い
の
で
状
況
を
調
べ
て
み
た
い
。

は
ぶ
茶
を
含
め
、
本
市
で
の
可
能
性

に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
や
鳥
取
県
西
部
農
業

改
良
普
及
所
、
鳥
取
県
園
芸
試
験
場

等
と
連
携
し
て
研
究
し
て
み
た
い
。

各 個 質 問
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

意
見
書

お
知
ら
せ

決
算
指
摘
事
項

今
い ま

城
し ろ

 雅
ま さ

子
こ

 議員
（公明党議員団）

健
康
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い

て■
議
員　
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
今
年
度
の
受
診
率
は
さ
ら
に

減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ

れ
る
。
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
向

上
に
関
し
て
、
特
に
取
り
組
む
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

■
市
長　
が
ん
の
治
療
法
に
つ
い
て

の
情
報
が
飛
び
交
っ
て
い
る
現
代
、

専
門
家
に
よ
る
標
準
治
療
を
中
心
と

し
た
が
ん
の
治
療
方
法
、
医
療
に
関

す
る
様
々
な
知
識
を
市
民
の
皆
様
に

届
け
な
が
ら
、
が
ん
検
診
の
大
切
さ

に
つ
い
て
も
う
少
し
深
く
広
報
し
て

い
き
た
い
。
そ
の
過
程
の
中
で
が
ん

検
診
の
受
診
率
が
上
が
っ
て
い
く
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

■
議
員　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
、
定
期
接
種
の
対
象
年

齢
で
は
無
料
だ
が
、
こ
の
期
間
を
過

ぎ
る
と
、
私
費
で
の
接
種
と
な
る
。

こ
の
場
合
の
接
種
費
用
は
い
く
ら
に

な
る
の
か
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　
定
期
接
種
の
期

間
を
超
え
る
と
任
意
接
種
と
な
る
た

め
、
私
費
で
の
支
払
い
が
必
要
と
な

り
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
多
少
の
誤

差
は
あ
る
が
５
万
円
程
度
で
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。

■
議
員　
私
費
で
は
非
常
に
高
額
だ

と
感
じ
る
。
定
期
接
種
対
象
の
最
終

年
齢
で
あ
る
高
校
１
年
生
に
加
え
て
、

中
学
３
年
生
に
も
予
防
接
種
の
案
内

を
配
布
し
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と

丁
寧
な
情
報
提
供
を
強
く
要
望
す
る
。

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

■
議
員　
立
地
適
正
化
計
画
の
作
成

で
「
住
ん
で
楽
し
い
ま
ち
よ
な
ご
」

の
実
現
に
向
け
具
体
的
で
総
合
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
と
感
じ
る
が

考
え
を
伺
う
。

■
総
合
政
策
部
長　
福
祉
の
視
点
や

公
共
交
通
も
含
め
、
都
市
全
体
の
構

造
を
見
直
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
に
重
要
な
立
地
適
正
化
計
画

は
、
本
市
に
と
っ
て
必
要
な
計
画
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
は
市
民
生
活
の
根
幹

と
な
る
。
将
来
に
つ
な
が
る
住
宅
政

策
、
都
市
計
画
の
施
策
を
強
力
に
推

進
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

矢
や

倉
く ら

　強
つよし

 議員
（よなご・未来）

地
域
の
防
衛
施
設
等
へ
の
市
民

の
認
識
と
東
ア
ジ
ア
不
安
定
化

に
つ
い
て

■
議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
東
ア
ジ
ア
情
勢
の

さ
ら
な
る
不
安
定
化
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
こ
の
地
域
は
自
由
主
義
防
衛
の

重
要
な
位
置
に
あ
る
訳
だ
が
、
市
長

に
地
域
の
防
衛
施
設
等
へ
の
関
与
の

在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

■
市
長　
陸
上
自
衛
隊
米
子
駐
屯
地
、

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
と
も
に
国
防

の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
地

域
住
民
の
安
心
・
安
全
を
重
要
視
し

た
運
用
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
共
生
に
向
け
、

様
々
な
機
会
を
捉
え
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

■
議
員　
世
界
不
況
で
紛
争
の
危
機

が
叫
ば
れ
る
中
、
平
和
維
持
の
た
め

に
何
を
な
す
べ
き
か
教
育
長
に
伺
う
。

■
教
育
長　
学
習
指
導
要
領
に
あ
る

よ
う
に
、
各
国
が
相
互
に
主
権
を
尊

重
し
、
各
国
民
が
協
力
し
合
う
大
切

さ
の
自
覚
等
を
深
め
、
平
和
を
維
持

す
る
気
持
ち
を
持
ち
、
そ
の
気
持
ち

を
強
く
し
て
い
く
こ
と
を
教
え
て
い

く
。
ま
た
、
多
様
な
立
場
の
人
と
様

々
な
議
論
を
し
、
判
断
の
で
き
る
大

人
に
育
て
て
い
く
。

■
議
員　
先
日
、
あ
る
市
の
教
育
長

が
、
戦
争
に
な
れ
ば
景
気
が
良
く
な

る
と
の
趣
旨
の
発
言
を
さ
れ
た
よ
う

だ
が
、
知
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

■
教
育
長　
教
育
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
、

平
和
で
豊
か
な
社
会
、
国
際
社
会
と

の
協
調
と
い
っ
た
こ
と
を
推
進
す
る

立
場
で
も
あ
る
。
責
任
を
自
覚
し
、

言
動
に
一
層
注
意
す
る
。

米
子
市
の
コ
ロ
ナ
後
の
財
政
の

見
直
し
に
つ
い
て

■
議
員　
米
子
市
の
財
政
状
況
は
改

善
傾
向
だ
が
、
依
然
厳
し
い
中
で
コ

ロ
ナ
問
題
が
起
き
た
。
今
後
は
、
国
、

地
方
と
も
財
政
の
急
激
な
悪
化
は
避

け
ら
れ
な
い
。
抜
本
的
に
事
業
を
洗

い
直
す
べ
き
だ
。

■
総
務
部
長　
コ
ロ
ナ
後
の
本
市
の

将
来
像
を
見
据
え
、
選
択
と
集
中
を

徹
底
し
、
財
政
運
営
に
取
り
組
む
。

■
議
員　
不
要
不
急
の
最
も
た
る
も

の
は
庁
舎
問
題
で
あ
る
。
慎
重
の
上

に
慎
重
に
段
階
を
踏
む
事
業
で
あ
る
。

高
い
目
標
を
設
け
、
市
民
の
た
め
に

ま
い
進
す
る
こ
と
が
政
治
家
の
仕
事

で
あ
る
。
市
長
の
再
考
を
要
望
す
る
。

各 個 質 問
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あ
ら
ま
し

一
般
質
問

審
議
結
果

意
見
書

お
知
ら
せ

決
算
指
摘
事
項

遠
え ん

藤
ど う

　通
とおる

 議員
（一

いち
院
いん

クラブ）

米
子
‐
境
港
間
の
高
規
格
道
路

要
望
と
中
海
架
橋
構
想
の
対
応

に
つ
い
て

■
議
員　
国
へ
の
高
規
格
道
路
の
要

望
の
現
状
と
趣
旨
及
び
見
通
し
に
つ

い
て
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
国
と
県
、
２
市

１
村
で
道
路
の
あ
り
方
検
討
会
の
開

催
に
向
け
準
備
中
で
あ
る
。
要
望
の

趣
旨
は
、
事
業
凍
結
の
解
除
と
早
い

段
階
で
の
計
画
段
階
評
価
へ
の
移
行

で
あ
る
。
期
間
は
、
現
時
点
で
は
申

し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

■
議
員　
道
路
計
画
の
ル
ー
ト
は
、

知
事
と
の
会
談
で
事
業
決
定
権
を
持

つ
国
交
省
に
委
ね
た
と
の
報
道
が
あ

る
が
、
ル
ー
ト
案
作
成
に
当
た
っ
て

の
本
市
の
ス
タ
ン
ス
を
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
ル
ー
ト
案
は
、

計
画
段
階
評
価
の
中
で
示
さ
れ
る
。

そ
の
際
に
、
本
市
と
し
て
の
意
見
や

要
望
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

■
議
員　
境
港
市
長
は
、
「
ル
ー
ト

は
早
く
決
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

境
港
市
域
ル
ー
ト
は
国
道
４
３
１
号
」

と
の
考
え
だ
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う

な
見
解
か
伺
う
。

■
市
長　
現
時
点
で
は
、
具
体
的
な

ル
ー
ト
は
未
定
で
あ
る
。

■
議
員　
市
長
は
、
ル
ー
ト
選
定
に

当
た
っ
て
、
住
民
、
市
民
と
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
ど
の
よ
う
に
図
る
考
え

か
伺
う
。

■
市
長　
道
路
の
重
要
性
・
必
要
性

に
つ
い
て
、
市
民
と
意
識
・
意
見
を

共
有
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

■
議
員　
住
民
の
生
活
権
・
環
境
権

に
対
す
る
関
心
は
非
常
に
高
い
。
こ

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

■
都
市
整
備
部
長　
住
民
と
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
の
必
要
性
は
十
分
に
認
識

し
て
い
る
。
具
体
的
な
時
期
や
手
法

は
、
国
や
県
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

■
議
員　
中
海
架
橋
構
想
は
、
安
来

地
区
の
経
済
圏
を
米
子
市
、
境
港
市

と
一
体
的
に
進
め
る
大
動
脈
だ
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
見
解
か
伺
う
。

■
市
長　
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
、
議

員
御
指
摘
の
よ
う
に
も
な
る
。

■
議
員　
中
海
架
橋
構
想
に
は
、
将

来
の
米
子
市
、
境
港
市
、
安
来
市
の

広
域
行
政
圏
の
構
想
を
描
く
べ
き
だ

と
い
う
意
見
も
あ
る
が
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
で
圏
域
を
形
成
し
、
様
々
な
事
業

展
開
を
し
て
お
り
、
そ
こ
が
市
政
の

お
く
べ
き
基
軸
と
考
え
て
い
る
。

田
た

村
む ら

 謙
け ん

介
す け

 議員
（蒼

そう
生
せい

会
かい

）

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

■
議
員　
平
成
26
年
９
月
議
会
に
お

い
て
、
五
千
石
の
国
道
１
８
１
号
線

の
危
険
な
状
態
に
つ
い
て
訴
え
た
際
、

「
鳥
取
県
や
警
察
と
の
協
議
を
進
め
、

信
号
機
の
設
置
を
働
き
か
け
る
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
要
望
書
は
い

つ
提
出
し
た
の
か
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　
平
成
28
年
１
月

県
政
に
要
望
す
る
会
に
提
出
し
た
。

■
議
員　
米
子
市
と
し
て
危
機
的
な

状
況
を
把
握
し
な
が
ら
１
年
以
上
先

に
出
す
感
覚
が
分
か
ら
な
い
。
直
接
、

緊
迫
感
を
持
っ
て
早
急
に
や
っ
て
い

た
だ
く
約
束
を
い
た
だ
き
た
い
。

■
副
市
長　
個
別
案
件
と
し
て
、
米

子
警
察
署
と
早
急
に
協
議
し
た
い
。

■
議
員　
以
前
か
ら
何
度
も
言
っ
て

い
る
旧
日
新
小
学
校
の
避
難
所
化
に

つ
い
て
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

■
防
災
安
全
監　
昨
年
の
議
員
か
ら

の
質
問
後
、
さ
ら
に
広
域
的
に
五
千

石
、
尚
徳
、
永
江
地
区
の
自
治
連
合

会
長
及
び
公
民
館
長
の
連
名
で
要
望

を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
地
元
と

協
議
を
重
ね
、
８
月
26
日
以
降
に
避

難
所
と
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。

米
子
城
跡
の
復
元
と
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
・
４

■
議
員　
米
子
城
解
体
の
際
の
撤
収

リ
ス
ト
に
大
砲
２
台
と
記
述
が
あ
る

が
、
出で

山や
ま

郭ぐ
る
わは
台
場
跡
で
は
な
い
か
。

■
文
化
観
光
局
長　
議
員
御
指
摘
の

と
お
り
、
海
岸
防
御
の
台
場
の
よ
う

な
性
格
を
持
つ
郭く

る
わだ
っ
た
と
考
え
る
。

■
議
員　
観
光
面
で
生
か
せ
る
こ
と

か
ら
、
大
砲
の
レ
プ
リ
カ
設
置
を
今

後
の
整
備
に
追
加
で
き
な
い
か
。

■
文
化
観
光
局
長　
国
の
史
跡
と
し

て
発
掘
調
査
や
文
献
な
ど
の
資
料
調

査
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
一
般
の

方
々
に
分
か
り
や
す
い
整
備
を
検
討

す
る
中
で
、
大
砲
の
レ
プ
リ
カ
の
設

置
な
ど
も
選
択
肢
の
１
つ
に
な
る
。

■
議
員　
湊
山
球
場
の
ホ
ー
ム
ベ
ー

ス
後
方
に
門
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
確
認
で
き
れ
ば
、
復
元
の
可

能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

■
文
化
観
光
局
長　
絵
図
な
ど
か
ら
、

裏う
ら

櫓や
ぐ
ら

門も
ん

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
発

掘
調
査
で
門
の
位
置
や
遺
構
が
確
認

で
き
れ
ば
、
復
元
の
可
能
性
も
含
め

た
整
備
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

各 個 質 問



報告番号 件　　　　　　名

報告第13号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）

報告第14号 米子市債権管理条例に基づく非強制徴収債権等の放棄について

報告第15号 米子市債権管理条例に基づく水道事業に係る非強制徴収債権等の放棄について

議案番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第88号 令和元年度米子市工業用水道事業会計の決算認定について 原案認定

議案第89号 令和元年度米子市下水道事業会計の決算認定について 原案認定

議案第90号 令和元年度米子市下水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

議案第91号 令和２年度米子市一般会計補正予算（補正第９回） 原案可決

議案第92号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見
書の提出について 原案可決

令和２年米子市議会７月臨時会提出議案審議結果一覧表

議案番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第79号 令和２年度米子市一般会計補正予算（補正第７回） 原案可決

令和２年米子市議会９月定例会提出議案等審議結果一覧表
●賛否が分かれた議案●	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ○： 賛 成　 ×： 反 対　 議： 議 長

賛否の状況

蒼生会 蒼生会 よなご・未来 公明党議員団 信風 日本共産党
米子市議団 政英会 一院

クラブ
稲
田　

清

岩
﨑
康
朗

奥
岩
浩
基

尾
沢
三
夫

門
脇
一
男

田
村
謙
介

三
鴨
秀
文

渡
辺
穣
爾

国
頭　

靖

土
光　

均

西
川
章
三

矢
倉　

強

今
城
雅
子

前
原　

茂

安
田　

篤

矢
田
貝
香
織

安
達
卓
是

伊
藤
ひ
ろ
え

中
田
利
幸

石
橋
佳
枝

岡
村
英
治

又
野
史
朗

岡
田
啓
介

戸
田
隆
次

遠
藤　

通議案番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第83号 令和２年度米子市一般会計補正予算（補正第８回） 原案可決 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇

議案第85号 令和元年度米子市一般会計等の決算認定について 原案認定 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇

議案第93号 地方自治体のデジタル化の着実な推進を求める意見書の提出について 原案可決 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇
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●報告●
報告番号 件　　　　　　名

報告第10号 令和元年度決算に基づく米子市の健全化判断比率について

報告第11号 令和元年度決算に基づく米子市の公営企業における資金不足比率について

報告第12号 議会の委任による専決処分について（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について）

●全会一致で議決した議案●
議案番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第80号 米子市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条
例の制定について 原案可決

議案第81号 損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について 原案可決

議案第82号 公の施設の区域外設置に関する協議について 原案可決

議案第84号 令和２年度米子市介護保険事業特別会計補正予算（補正第１回） 原案可決

議案第86号 令和元年度米子市水道事業会計の決算認定について 原案認定

議案第87号 令和元年度米子市水道事業会計剰余金の処分について 原案可決

令和２年米子市議会７月臨時会提出議案審議結果一覧表
●全会一致で議決した議案●

議案番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第77号 事業委託契約の締結について 原案可決

議案第78号 財産の無償貸付けについて 原案可決

令和２年米子市議会９月定例会提出議案等審議結果一覧表
●賛否が分かれた議案●	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ○： 賛 成　 ×： 反 対　 議： 議 長

賛否の状況

蒼生会 蒼生会 よなご・未来 公明党議員団 信風 日本共産党
米子市議団 政英会 一院

クラブ
稲
田　

清

岩
﨑
康
朗

奥
岩
浩
基

尾
沢
三
夫

門
脇
一
男

田
村
謙
介

三
鴨
秀
文

渡
辺
穣
爾

国
頭　

靖

土
光　

均

西
川
章
三

矢
倉　

強

今
城
雅
子

前
原　

茂

安
田　

篤

矢
田
貝
香
織

安
達
卓
是

伊
藤
ひ
ろ
え

中
田
利
幸

石
橋
佳
枝

岡
村
英
治

又
野
史
朗

岡
田
啓
介

戸
田
隆
次

遠
藤　

通議案番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第83号 令和２年度米子市一般会計補正予算（補正第８回） 原案可決 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇

議案第85号 令和元年度米子市一般会計等の決算認定について 原案認定 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇

議案第93号 地方自治体のデジタル化の着実な推進を求める意見書の提出について 原案可決 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇
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令和元年度に係る予算決算委員会決算指摘事項

審査の結果、大変厳しい財政状況を踏まえながら、米子市の将来と住民生活に責任を持つ行政運営
上、特に重点的かつ早急な対応と改善を要すると思われる事項に関して、委員会において指摘された点に
ついては、次のとおりである。

１　公共施設等マネジメント推進事業について
公共施設等マネジメント推進事業については、米子市公共施設等総合管理計画の「計画の推進体制」
の中に「市民及び議会に対し、情報共有を行う」と明記しているが、米子市公共施設等総合管理計画にお
ける総量抑制の進捗状況、また個別施設計画における類型別の進捗状況については、定期的・積極的に
公表し、情報を見える化しているとは言えない。数値等の情報を公表する体制を構築され、両計画を確実
に進められたい。

２　公共交通施策について
公共交通施策については、バス事業者と連携し、生活路線の維持・継続を図っているが、特に周辺部に
おいては運行便数が少ないことへの不満等が住民から寄せられている。
移動困難者や交通弱者に配慮した生活路線を維持するため、市民の様態や利用状況を十分に分析し、
運行本数の少ない地域はそのダイヤの狭間を埋めるような創意工夫や新たな利用促進策等を検討され、
市民ニーズを念頭に、より市民サービスに寄与する体制を構築されたい。

３　男女共同参画推進について
男女共同参画推進については、男女共同参画推進関連事業の成果として、男女共同参画社会の実現を
促進できたとのことであるが、男女共同参画を掲げてから２０年経過するが、事業のマンネリ化が否めず、
その効果が見出せていない。今後については、世論・社会情勢に呼応した事務体制を整備され、施策展開
されたい。
また、男女共同参画啓発推進事業等において、学習会や交流会などを行い、啓発に取り組んでおられる
が、実際の社会の中でどれだけ男女共同参画が進んでいるのかが重要である。その進捗状況を明確に把
握するため、本市における審議会等での女性委員の割合、男性の育児休暇の取得の割合、女性の管理職
の割合など、数値として表せるものは男女共同参画推進計画の中に目標を明記し、取り組まれたい。
また、決算に係る報告については、数値を表し、男女共同参画の進捗状況がわかるよう改善されたい。

４　災害時要援護者の台帳登録について
災害時要援護者の台帳登録については、登録希望者に対し推進してきたところであるが、台帳の更新や
個別具体的な支援プランに至らず、台帳登録の段階で終わっているのが現状である。マイタイムラインの作
成推進や災害時要援護者の台帳の更新を行い、具体的な支援プランにつなげられたい。

５　がん検診事業について
がん検診事業については、国・県と同様の目標設定をしている本市の受診率は依然として低い水準にとど
まっており、目標数値と実績数値には大きな開きがあるため、現在の取組を抜本的に見直す必要がある。
まずは、近隣市町村の事業期間に鑑み、全てのがん検診の期間を１月まで延長されたい。
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また、長期的、短期的な目標数値を改めて設定し、それらに向かって効果的な啓発やさらなる受診勧奨
に努め、受診率の向上を図られたい。

６　放課後児童対策事業（なかよし学級）について
放課後児童対策事業（なかよし学級）については、就労等により、昼間保護者のいない家庭が一般的と
なっている現在、学童保育の必要性は増し待機児童が発生している。その中で、各学校のなかよし学級の
児童受入数と待機児童数に整合性がとれておらず計画的な配置ができていない。また、なかよし学級に入
れず仕方なく民間に行かざるを得ない方にとっては、なかよし学級と民間との利用料負担に差が生じてい
る。
今後も待機児童の発生が予想されることから、改めて本事業について検証の上、是正されたい。

７　商工業振興資金貸付事業について
商工業振興資金貸付事業については、鳥取県及び金融機関と協調したものであり、中小企業の資金繰
りや事業展開、地域経済の活性化を図る上で必要な事業である。しかしながら、預託額も多額になってお
り、一般会計予算の財政的性格から、また予算原資の調達からも一般会計に組み入れ続けることは限界
に達していることを鑑み、一般会計から特別会計に組み替える手法の検討を図られたい。

８　観光振興事務費及び観光協会助成事業について
観光振興事務費及び観光協会助成事業については、観光団体や地域資源との連携により、発地対策、
着地対策による入込客増加と、さらに地域振興につながるよう事業を行ってきたところであるが、例えば、
伯耆国「大山開山１３００年祭」レガシー事業など、取組による入込客数等、その成果報告が不明確で、将
来に役立つ事業成果が明らかにされていない。本年に入り、新型コロナウイルスの影響により観光関連事
業は深刻な状況となっており、現時点では、インバウンド対策等これまでの観光戦略で効果が求められる
状況にない。現状においては、国内観光客の指向性に対応し、地域資源を生かしたコンテンツ開発等、柔
軟な観光戦略による事業展開を促進されたい。

９　歴史館管理運営事業について
歴史館管理運営事業については、郷土の学習研究機会を提供するほか、様々な企画展を行うことによ
り、地域の歴史とその魅力の再発見に寄与する事業であるが、市の指定文化財である旧市役所建造物で
あることから、空調設備がないことや展示室としての機能について不備な点が多い。旧市役所の利用形態
や改修の詳細など、将来の扱いについて現時点では確定しておらず、当面は歴史館として来客を受け入れ
るため、年々来客数が増加している現状から、展示環境や来場者に配慮した可能な限りの展示環境の改
善を行われたい。

10　米子城跡保存整備事業について
米子城跡保存整備事業については、史跡米子城跡整備基本計画に基づき、計画的な整備が行われてい
る。令和元年度の危険木伐採は実施されたものの、城跡全体を覆っている雑木の現状は、城跡の趣を全
市民に共有するに至っていない状況である。正面の登り道の整備や雑木をはじめ、深浦側のトリムコース
周辺の雑木の伐採を最優先に実施され、史跡と観光の一体的効果を上げられることと、湊山球場廃止後
の球場顕彰碑建立について検討を図られたい。
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11　下水道管渠整備と整備区域外の減免の取扱いについて
下水道管渠整備と整備区域外の減免の取扱いについて、下水道事業は、生活雑排水の環境整備から市
民要求も高く、計画区域内の整備が急がれる。一方で、整備区域内の受益者負担金と整備区域外の特別
使用分担金の減免規定の運用において不公平な事象もあり、整備区域の設定の見直しと特別使用分担金
の減免の運用について検討を図られたい。

12　狭あい道路拡幅整備事業について
狭あい道路拡幅整備事業について、緊急時・災害時等の避難経路の確保や日常の円滑な交通の妨げに
なる狭あい道路は、市内に多数散見されており事業の進捗が急がれる。しかし、同事業は用地費、測量費、
登記、設計等、国の補助金を充当できる事業にも関わらず、寄附を前提に事業が行われており、市民に過度
の負担を強いている。事業の制度を再認識され、市民への周知を図り、市民負担の軽減を図られたい。

13　排水路新設改良事業について
排水路新設改良事業については、排水機能の向上により浸水被害を解消し、生活環境の向上を図るた
め年次的に進めてきた事業であるが、近年の時間雨量の増加傾向から、緊急性の高い箇所の優先対応な
ど、改善に相当の時間を要している状況にある。高齢化の進捗により、市民の協力による一斉清掃での対
応が困難となってきている排水路も多く、早期の改善が求められるところであるが、対象施設の量に比較
して予算規模は十分ではない。排水路は住環境として基本的なインフラであることから、必要な予算規模
への財源確保に努められたい。

14　特定防衛施設周辺整備調整交付金事業について
特定防衛施設周辺整備調整交付金事業については、美保基地周辺の生活環境整備を図るため、防衛
省の特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用して行われる事業である。この事業の採択は、米子飛行場
周辺地域振興協議会に諮り行われている。しかし、事業が大篠津、崎津等に過度に集中しており、基地周
辺の他の地域の環境の現状からも事業の公平性が求められており、事業採択に当たっては、基地周辺の
対象地域の意見・要望を募り、調整を図られたい。

15　市営住宅長寿命化改善事業について
市営住宅長寿命化改善事業について、米子市営住宅長寿命化計画は令和元年度末に見直しをされた
が、住宅管理戸数の総量抑制と用途廃止及び用途廃止候補の住宅施設の管理が事業の進捗の課題と
なっている。特に、用途廃止と用途廃止候補の住宅管理の事業計画が策定されておらず、行政財産の良好
な管理と住宅の生活環境上からも、施設の改善を含め、住替え等事業の計画化を図られたい。

今後、自治体を取り巻く環境は、少子高齢化による市税収入の減少や社会保障費の増大などに加え、新
型コロナウイルス感染症対策の長期化により、さらに厳しい財政状況が続くことが予想され、自治体には
多様化・複雑化する行政需要に的確に対応し、実効性のある行財政運営が求められ、自治体の運営能力
が問われる時代を迎えていくこととなる。
このような中、市長をはじめ、執行部においては、この指摘を真摯に受け止め、市長のリーダーシップのも
と、全職員が一丸となって英知を結集し、市民の信頼に応え、市政発展に努められるよう、強く求めるもの
である。
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▽ 意見書 ▽　９月定例会で次の２件の意見書が可決されました。
意見書：地方自治法第99条に基づき、市の公益に関することについて、国会や関係行政庁に対し、議会の意思をまとめて提出する文書のこと。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書
新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、我が国は、戦後最大の経済危機に直面している。地域経済に

も大きな影響が及び、本年度はもとより来年度においても、地方税・地方交付税など一般財源の激減が避けが
たくなっている。

地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など喫緊の財政需要への対応をはじめ、
長期化する感染症対策にも迫られ、地方財政は巨額の財政不足を生じ、これまでにない厳しい状況に陥ること
が予想される。

よって、国会及び政府におかれては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記の事項を確
実に実現されるよう強く求める。　

記
１　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源総額を確保すること。その際、臨

時財政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保すること。
２　地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮できるよう総額を

確保すること。
３　令和２年度の地方税収が大幅に減収となることが予想されることから、思い切った減収補填措置を講じる

とともに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。
４　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政策税制に

ついては、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性を厳格に判断するこ
と。

５　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹に影響する見直しは、土地・家屋・償却
資産を問わず、断じて行わないこと。先の緊急経済対策として講じた特例措置は、臨時・異例の措置として、
やむを得ないものであったが、本来国庫補助金などにより対応すべきものである。よって、今回限りの措置と
し、期限の到来をもって確実に終了すること。
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　令和２年９月２９日
米　子　市　議　会

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣　経済産業大臣　内閣官房長官
まち・ひと・しごと創生担当　経済再生担当　様

地方自治体のデジタル化の着実な推進を求める意見書
新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、これまで取り組んできたデジタル化の推進について様々な課

題が浮き彫りになった。こうした事態を受け、７月１７日に閣議決定された「世界最先端デジタル国家創造宣言・
官民データ活用推進基本計画」において、我が国をデジタル技術により強靭化させ、我が国経済を再起動する
との考えの下、「国民の利便性を向上させる、デジタル化」「効率化の追求を目指した、デジタル化」「データの
資源化と最大活用に繋がる、デジタル化」「安心・安全の追求を前提とした、デジタル化」「人にやさしい、デジ
タル化」実現のため、本格的・抜本的な社会全体のデジタル化を進めるとの姿勢を示した。
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12 月 定 例 会 日 程

12月1日（火）本会議（開会、議案上程） １１日（金）総務政策委員会、予算総務政策分科会

３日（木）本会議（各個質問） １４日（月）民生教育委員会、予算民生教育分科会

４日（金）本会議（各個質問） １５日（火）都市経済委員会、予算都市経済分科会

８日（火）本会議（各個質問） １７日（木）予算決算委員会（全体会）

９日（水）本会議（各個質問、議案質疑、委員会付託） ２１日（月）本会議（付議案の処理、閉会）

１０日（木）予算決算委員会（全体会）

※請願・陳情は  １１月２７日（金）の正午までに議会事務局に提出してください。その後に提出された場合は３月定例会にて審議することとなります。

また、政府の第３２次地方制度調査会において、地方行政のデジタル化の推進などを盛り込んだ「地方行政
体制のあり方等に関する答申」が提出され、社会全体で徹底したデジタル化が進むことで、東京一極集中によ
る人口の過度の偏在の緩和や、これによる大規模な自然災害や感染症等のリスクの低減も期待できるとして、
国の果たすべき役割について大きな期待を寄せている。

よって、国会及び政府におかれては、地方自治体のデジタル化の着実な推進を図るため、下記の事項を実施
されるよう強く求める。　

記
１　法令やガイドライン等により書面や対面・押印が義務づけられているものについて、可能な限り簡易にオン

ラインで実現できる仕組みを構築すること。特にマイナンバーカードの更新手続について、オンライン申請を
実現すること。

２　情報システムの標準化・共通化、クラウド活用を促進すること。また、法定受託事務についても、業務プロセ
スの標準化を図り、自治体がクラウドサービスを利用できる仕組みを検討すること。

３　令和３年度から４年度に全国の自治体で更新が予定されている自治体情報セキュリティクラウドについて
導入時と同様の財政措置を講ずること。

４　今後の制度改正に伴うシステム改修を行う際には、地方の事務処理の実態を正確に把握するとともに、地
方公共団体の負担とならないよう十分な人的支援及び財政措置を講じること。
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

令和２年９月２９日
米　子　市　議　会

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣　厚生労働大臣　経済産業大臣
内閣官房長官　行政改革担当　デジタル改革担当・情報通信技術（ＩＴ）政策担当・内閣府特命担当大臣 

（マイナンバー制度）　様
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請願書・陳情書のつくり方
　請願・陳情は、市議会と市民を直接つなぐ大切な手段です。市政についての意見や希望があ
るときは、だれでも提出できます。請願には、紹介議員の署名又は記名押印が必要ですが、陳情
には紹介議員は不要です。

①法人、団体として提出される場合は、その所在
地及び名称並びに代表者の氏名及び印が必要
です。昼間に連絡のとれる電話番号も記載して
おいてください。
②内容が２項目にわたるときは、なるべく１項目
ごとに提出してください。
③提出者が多数の場合には、なるべく代表者を
選び、提出者欄に記入してください。
④関係行政庁に意見書の提出を求める請願・陳
情の場合は、意見書の案を添付してください。

※事務処理の都合上、定例会開会日の２日前（市の休日を除く）の正午までに提出されたものについて、その定例
会で審議されます。上記期限後に提出されたものは、その次の定例会で審議されることになります。
※請願・陳情は、郵送でなく、なるべく議会事務局へご持参ください。

【記載上の注意事項】 【書式例】
〈表紙〉 〈内容〉

〇〇〇に関する
請　願　書

年　月　日
米子市議会議長 様

１ 要旨……
２ 理由……

〇〇〇に関する請願

（提出者）
住　所
氏　名  ㊞
電話番号紹介議員

氏名
（署名又は記名押印）

※陳情書については、請願書の書式に準じて
　記載してください。

提出された陳情書の
取り扱い

賛同議員あり 賛同議員なし

住　民

議長（事務局）

陳情書

受理

全議員に配付

審査状況の報告

陳情の採決

陳情者への結果通知

所管の委員会で審査
※原則、賛同議員に説明を求める。

本
会
議

所管の委員会に付託

配付にとどめた旨、
陳情者へ通知。

議会運営委員会で確認
本
会
議
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表紙写真・イラスト募集中！
よなご市議会だよりを、皆様に親しまれ、より身近な広報紙とするため表紙写真等を募集します。

あなたの作品で表紙を飾ってみませんか。

応募
資格 米子市内に住んでいる方、または通勤・通学している方

応募
内容

写真 
 ●応募者が米子市内で撮影した写真で未発表のもの
※組み写真、合成写真不可
●個人が特定できる写真は、本人の承諾を得たもの
※デジタル写真は600万画素以上
（A4サイズで印刷しても画像が荒れないもの）
※プリント写真は2Lサイズ以上

イラスト  ●ハガキサイズ以上、A３サイズ以下

締切 令和２年１２月１４日（月）【令和３年３月１日発行号】
※発行される季節に見合う写真・イラストをお待ちしています！

選定
方法

●期日までに応募のあった作品から広報広聴委員会において選定します。
●応募作品がない場合や採用作品がない場合は、本委員会で撮影した写真を使用する
か、過去にご応募いただいた作品の中から選定します。

応募
方法

住所、氏名（ふりがな）、電話番号、作品タイトル、写真の場合は撮影場所、撮影年月を明
記の上、郵送、持参、電子メールで下記の問い合わせ先までご応募ください。

※電子メールで応募される場合は、5メガバイト以下の容量で送信してください。データが
５メガバイトを超える場合、セキュリティの関係上、受信することができません。

送信できない場合は、恐れ入りますが、写真についてはデータをSＤカード等に保存して
ご持参いただくか、プリント写真（２Lサイズ以上）を郵送、もしくはご持参いただきますよ
うお願いします。イラストについては、現物を郵送、もしくはご持参いただきますようお願
いします。
※必要に応じて、写真の元データやイラストの現物の提出をお願いすることがあります。

※応募作品に関する著作権、肖像権等の問題が発生した場合、その責任及び解決は応募者に帰属します。
※採用作品は市議会だよりの掲載をもって発表とします。（トリミングを行う場合があります。）
※応募作品は、無償で米子市議会が使用することに承諾したものとします。（希望される方には作品を返却します。）

お問い合わせ先
米子市議会事務局　〒683-8686 米子市加茂町一丁目１番地

TEL：（０８５９）３２-０３０２　FAX：（０８５９）３５-６４６４
メール：gikai@city.yonago.lg.jp
URL：https://www.city.yonago.lg.jp/gikai/
ご意見等ありましたら、電話・FAX・メールでお気軽にお寄せください。
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